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　 市では家庭から 出る ご みを、 可燃ごみ、 不燃ご み、 有害ごみ、 粗大ごみ、

資源物の５ 種類に分けて収集し ていま す。 資源物と し てリ サイ ク ルでき る 紙

類・ 布類、 ペッ ト ボト ルや金属類を ごみと し て捨ててし ま っ ていま せんか。

持続可能な社会の実現のためにも 、 正し く 分別し てごみを減ら し ま し ょ う 。

こ の特集のお問い合わせはク リ ーン推進課 421-6768～6770へ。

ので、 洗濯し てから 出し まし ょ う 。 なお、 ひ

どく 汚れたも のは再利用でき ませんので、 可

燃ごみと し て出し てく ださ い。

プラ ス チッ ク 類の分別収集

　 市では、 他の可燃ごみと 併せて焼却処理を

し ている プラ ス チッ ク 類を少し でも 資源化す

る ため、 ７ 年２ 月に「 プラ ス チッ ク 類の分別

収集及び再商品化に係る 方針」 を策定し ま し

た。 詳し く は、 右下のコ ード から 詳細をご確

認く ださ い。 ま た、 循環型社会の

形成を目指すため、 ３ 月には「 八

千代市一般廃棄物処理基本計画

（ 改訂版）」を策定し まし た。 ▲ 市ホームページ

家庭ご みの排出量が減少傾向 

　 本市では、 ２ 年度をピーク に家庭系ごみの

量は減少傾向にあり 、 ５ 年度は４ 年度に比べ

て、ごみの排出量は1,284ト ン減り 、４ 万1,840

ト ンのごみが排出さ れていま す。 市の人口は

増加傾向にある にも 関わら ず、 家庭系ごみの

量は減少傾向にあり ます。 引き 続き 、 ごみの

減量へのご協力をお願いし ま す。

ご みの分別を 正し く する には

　「 家庭から 出る「 資源物」と「 ごみ」の分け方・

出し 方」 を活用し ま し ょ う 。

• ク リ ーン推進課、 清掃センタ ー、 支所・ 連

絡所で冊子「 家庭から 出る「 資源物」と「 ごみ」

の分け方・ 出し 方」 を配布し ています。 ホー

ムページから も 閲覧・ ダウ ンロ ード 可能です

• 「 ごみの分け方・ 出し 方」 は外国語版（ 英語、

ポルト ガル語、 中国語、 韓国語、 ス ペイ ン語、

ベト ナム語） も ダウ ンロ ード でき

ます。 こ の冊子の発行はし ていま

せん。 詳し く は、 右のコ ード から

確認し てく ださ い

• 市の LIN E 公式アカ ウ ン ト やホ ーム ペー

ジでは、 家庭から 出る 資源物・ ごみの分別や

出し 方について検索でき ま す。 LIN E 公式ア

カウ ント は、 収集日をお知ら せす

る 定期配信を受ける こ と も 可能で

す。 市公式アカウ ン ト の詳細は、

右のコ ード から 確認し てく ださ い

ごみの分別がき ちんと さ れないで

困っている 事例

■びん・ 缶・ ペッ ト ボト ルなどにタ バコ の吸

殻などのごみを入れて資源収集用のコ ンテナ

や網袋に出さ ないでく ださ い

　 タ バコ の吸殻などのごみの入ったびん・ 缶・

ペッ ト ボト ルなどが見受けら れま す。 こ のよ

う な出し 方をさ れたびんなどは、 資源物と し

て回収さ れず、 黄色い警告シールが貼ら れて

▲ 市ホームページ

▲市ホームページ

集積場所に残さ れてし ま いま す。 そし て、 ご

みの入っ たびんなど はリ

サイ ク ルができ なく なっ

てし まいま す。 びん・ 缶・

ペッ ト ボト ルなど にタ バ

コ の吸殻など のご みを 入

れないよ う にお願いし ま

す。

■紙類・ 布類は雨の日に出さ ないでく ださ い

　 資源物の紙・ 布類（ 新聞紙、 雑誌類、 ダン

ボール、 衣類など） は、 濡れてし まう と カビ

が生え再利用でき なく なってし まいま す。 雨

の日は出さ ないよ う お願いし ます。 ま た、 衣

類は中古衣類と し てそのまま 再利用さ れま す

しっかり 分けてしっかり 分けて の減量化をの減量化をご み
正し く 分別でき ている か、も う 一度確認をお願いし ま す正し く 分別でき ている か、も う 一度確認をお願いし ま す

■家庭から 出る 「 資源物」 と 「 ごみ」 の分け方・ 出し 方抜粋

分別区分 主な品目 出し 方のルール

資
源
物

びん類
飲料・ 食品用（ 食用油、
調味料、 梅酒など ） のび
ん、 化粧品のびん

・ 中身をカラ にし て、すすいでから 直接「 収集用コ ンテナ」へ

缶・
金属類

飲料・ 食品用の缶、 ス プ
レ ー缶、 鍋、 やかん、 フ
ラ イ パンなど

・ 中身を カラ にし て、すすいでから 直接「 収集用コ ンテナ」へ
・ ス プレ ー缶は、 穴を開けずに中身をカラ にし て直接収集用コ ンテ
ナへ。 ガス は、 風通し が良く 火の気のないと こ ろで抜く

ペッ ト
ボト ル

飲料・ 食品用のペッ ト ボ
ト ル　 ※右の識別
表示マーク がつい
た無色透明のも の

・ キャ ッ プを外し てラ ベルを剥がし 、 中をすすぎ、 潰し てから 、 直
接収集用網袋へ。 キャ ッ プと ラ ベル、 油分が取れない・ 汚れのひ
ど いペッ ト ボト ル、 着色さ れたペッ ト ボト ルは可燃ごみへ

紙類

新聞紙、 雑誌類、 ダンボ
ール、 雑がみ

・ 品目ごと に分け、 ひも で十字に縛る 。 箱状のも のはたたむ。 ひも
で縛ら ず紙類をダンボールなどの箱に入れて出すこ と はでき ま せん

牛乳や各種飲料の紙パッ
ク

・ 中をすすぎ、 平たく 伸ばし 乾かし てから 、 ひも で十字に縛る
・  お酒の紙パッ ク など、 内側が銀色のパッ ク は可燃ごみへ

布類
古着、 着物、 タ オル、 毛
布、 シーツ など

・ たたんで、 ひも で十字に縛る

可燃ごみ

台所の生ごみ類、 資源物
と し て出せない紙類・ 布
類、 プラ ス チッ ク ・ ビニ
ール・ ゴ ム 類、 革製品、
草木類など

・ 生ごみは水分を切る
・ 太さ 7 cm  以下で長さ 5 0cm 以下の木の枝や、袋に入れる と 破れて
し ま う 長さ 5 0 ㎝以下の硬い茎系の植物は、 指定ごみ袋に入れずに
ひも で直径30 ㎝以下に束ねて出せま す。 枝木の葉は落と し 、 指定
ごみ袋（ 可燃ごみ専用）に入れる 。 一回に５ 束程度ま で

不燃ごみ・
有害ごみ　

【 不燃ごみ】
小型電化製品、 小型家庭
雑貨、 ガラ ス 類・ 陶磁器
類など

・ 刃物や割れたガラ ス など危険なも のは、 新聞紙など で包み中身が
分かる よ う マジッ ク ペン など で「 刃物」「 割れ物」 など と 記入し 、
危険防止の処理をする
・ ラ イ タ ー、 びん（ 薬品など ） は、 中身をカラ にする

【 有害ごみ】
蛍光管、 水銀体温計、 乾
電池など

・ 蛍光管は指定ごみ袋から はみ出し ても 、 袋の口を結んで出せま す

粗大ごみ
こ た つ、 ベッ ド 、 布団、
収納家具など

・ 20 リ ッ ト ル用の指定ご み袋の口が結べない、 ま たは袋から はみ
出し てし ま う も のは粗大ごみへ

▲市内で確認された注射

　 針の入ったペット ボト ル


